
国
語
科

小
学
校
第
六
学
年

④

【
活
用
問
題
】

調
べ
た
こ
と
を
利
用
す
る

組

番

氏
名

〈
宮
崎
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
〉

み
や
ざ
き

詩
織
さ
ん
は
、
夏
休
み
の
理
科
の
自
由
研
究
で
、
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
こ
と

に
つ
い
て
調
べ
、
ま
と
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
次
は
、
「
宮
崎
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
使
っ

て
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
「
資
料
１
」
と
参
考
資
料
「
資
料
２
」
で
す
。

資
料
１

資
料
２

１ 新エネルギーについて

新エネルギーには「太陽光発電」「太陽熱利用」

「小水力発電」「風力発電」「地熱発電」などの10

種がある。宮崎県では、「太陽光発電」「太陽熱利
みやざきけん

用」「小水力発電」など6種を宮崎県重点新エネル

ギーとして位置付けている。

２ 新エネルギーの特徴
とくちょう

①「太陽光発電」

太陽の光エネルギーを直

接、電気に変える発電方法

である。このエネルギーは、

太陽光が当たるところであれば設置する場所を選
せっ ち

ばないという特徴がある。またこの機器の管理は
き き

他のものに比べて簡単である。そのため、現在、
かんたん

最も普及が進んでいる新エネルギーとなってい
ふ きゅう

る。

②「太陽熱利用」

太陽の熱エネルギーを建

物の屋根などに設置した太

陽熱集熱器に集め、その集
しゅうねつ き

められた熱で水や空気を温める方法である。それ

によって、お湯が出るようにしたり、暖房などに
だんぼう

活用したりする。

（以下省略）

【宮崎県の気候における特徴】

本県の平成22年の年平均気温は、17.4℃

で、沖縄県、鹿児島県についで全国第3位と

なっています。

また、年間降水量は、2,508㎜で、高知県
こうすいりょう

に次いで全国第2位となっています。

次に、平成14年から平成23年までの10年間

の平均日照時間は2,040時間で、山梨県、高
にっしょう

知県についで全国第3位となっています。

また、本県の平均風速は秒速3.0ｍで、観
かん

測地点別にみると、海沿いの油津特別地域気
そく うみ ぞ き

象観測所では風速が強く、内陸の都城特別
しょう ない りく

地域気象観測所では、弱くなっています。

最大風速時の風向は、宮崎気象台、延岡・

油津の特別地域気象観測所では西寄りの風が

多く、都城特別気象観測所では北寄りの風が

多い傾向が見られます。
けいこう

※「宮崎県新エネルギービジョン」より一部変更



(
一
）

資
料
１
の
①
「
太
陽
光
発
電
」
と
②
「
太
陽
熱
利
用
」
の
違
い
を
「
利
用
」
と
い
う
言
葉
を

ち
が

使
っ
て
分
か
り
や
す
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変

え
て
、
様
々
な
も
の
に
利
用
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

太
陽
熱
利
用
は
、
太
陽
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
め
、
そ
の

集
め
た
熱
で
水
や
空
気
を
温
め
、
お
湯
や
暖
房
に
利
用
し

ま
す
。

(

二
）

資
料
１
の
①
「
太
陽
光
発
電
」
は
、
「
宮
崎
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
宮
崎
県
の

重
点
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
資
料
１

と
資
料
２
を
も
と
に
し
て
、
次
の
条
件
に
従
い
、
そ
の
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

条
件

・

五
十
字
以
上
、
七
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

宮

崎

県

は

、

年

間

の

平

均

日

照

時

間

が

全

国

第

三

位

で

あ

り

、

そ

れ

だ

け

多

く

の

太

陽

の

光

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

か

ら

。

に

70字


